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所見シート 評価施設 竹の塚地域学習センター

評価期間　平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 指定管理者 ヤオキン商事株式会社

区

（評価委員会）

指定管理者

　　所見

　地域商店街でのお仕事体験や複数の仕事を同日に体験できる「こどもおしごとまつり」を実現し、いずれも利用者から好評を得てい

る。また、それぞれにおいて地域の人材を活用し、独自のアンケートで結果検証を行っている点も評価できる。

ホールで開催している「ｔコンサート」や音大生によるアウトリーチ活動など、地域の方が音楽に触れる機会を積極的に提供している。

運営面では違法駐車対策に意欲的に取り組み、結果として放置自転車の削減に成功している。

　竹ノ塚駅高架化が進み、2020年東京オリンピックまでに駅前を中心に再開発されます。竹の塚センターもこの未来図に取り残され

ないように高い付加サービスを提供できるように変わります。未来を支える役目として大切な「子どもたち」を呼び込みたいと考えていま

す。地域の商店街へ出向き、毎月1回おしごと体験を実施し、早くからお金のしくみや流れを学んでもらいお仕事を考えるきっかけにし

て欲しいとの願いで開催。足立区で活躍している方や企業、専門職の方に賛同していただき、その魅力を実際に伝えていただく体験

型イベント「こどもおしごとまつり」を企画。より足立区に愛着を持って欲しいと願います。これまでの利用者への感謝も忘れず、地元の

ホールで多彩なジャンルの極上の生演奏をお届けする「ｔコンサート」を拡大して開催。竹の塚を音楽、文化あふれる街にしていきま

す。図書館も本を貸すだけでなく、「ビブリオバトル」の拡大によって、本を通して人と出会う場としての役割を担っています。


